


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































14） 孫沛東「䋞脚上的階級斗争── “文革” 時期広東的 “奇装異服” 与国家規訓」、『開
放時代』、2010年５号、84頁～101頁。
15） 金大陸『非常興正常』上巻、上海辞書出版社、2011年、215頁。
16） 「人民服」とは、中華人民共和国が誕生した翌年（1950年）、毛沢東は軍服を参考
に国民の服を考察した。国民の服装を作成した。軍服に中山服様式をデザインに採り
入れ、「軍便服」を作成し、中国の公務員の制服として配布した。その服装を人民服
とも呼んだ。
17） 金大陸『非常興正常』上巻、上海辞書出版社、2011年、213頁。
18） 「北京の変遷」『読売新聞』、1978年９月９日、朝刊３頁。「街に彩りを添えるもの
のひとつは、女性のオシャレ復活。スカートも珍しくなくなった。着こなし、デザイ
ンはまだまだや ぼったいが、個性的な色やスタイルも目に付くようになった。ワン
217
中華人民共和国成立後の「奇装異服」について
ピースもボツボツ復活。この方は小売店、デパートにも出ていないから、文革中はタ
ンスの中に眠っていたのだろうか。階級闘争に明け暮れた時代には、「奇装異服」と
され、舞台の上でなければお目にかかれなかったものだ。こうした「復古調」は、先
ごろ湖南省の長沙で開かれた全中国服装展に、文革期に姿を消した代表的な「旗袍」
が展示されたことですっかり本モノとなった。北京ではスリットを大きく切り上げた
スカートで街を歩く女性を見かけることも多くなった。男性の方は相変わらず人民服
であるが、海外赴任者の背広新調は当り前となった……」。
